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将来像

　２．施策の目標

　10年後の目標

　10年後の目標に向かっての主な取組み

　市の取組み

　市民・団体・事業所等の取組み

 　３．施策を取り巻く状況

　社会環境や法令等の変化 

　新たな市民ニーズ

　４．施策にかかるコスト

正職員数

直接人件費

間接人件費

直接事業費

間接事業費

フルコスト

使用料及び手数料

国庫支出金

府支出金

市債

その他
財源
内訳

一般財源２（＝直接事業費
－特定財源）

施策評価シート（令和２年度実績）
  施策名 28　観光振興により知名度を高め来訪者を増やす

　自然や歴史的魅力にあふれた市内の観光情報が全国に発信されることで、まちの知名度や観光地としての魅力が向上し、多くの
観光客の訪問が望まれている。
　外国人観光客を受け入れるため、日本文化の周知や体制の整備が望まれている。

　自然や歴史的魅力にあふれた市内の観光情報が全国に発信され、まちの知名度が高まり多くの観光客が訪れている。

第5次総合計画

主管課

　１．施策の体系と担当課

関係課

４　ひとと地域の資源を生かし　にぎわいを生み出すまち

都市政策部　商工観光課

○市民・団体等が中心となった観光イベントの実施に取り組む。
○貝塚の良さを周知するため、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）による情報発信など、ＩＣＴを活用した貝塚市の
ＰＲに取り組む。
○地域の歴史の伝承者などが積極的に観光ＰＲに取り組む。
○貝塚観光ボランティアガイド協会などの団体は地域の歴史的遺産を生かした取組みを行う。
○観光事業者は地域資源の掘り起こしや、特産品を利用したグルメの開発に取り組む。

　本市は、海や山などの自然環境に恵まれているだけでなく、水間寺、孝恩寺といった歴史的な施設や古くからのまち並みが残る
願泉寺を中心とした寺内町を有し、太鼓台やだんじり祭りも行われるなど歴史や文化資源にも恵まれているが、新型コロナウイル
ス感染症の影響により、来訪者が大幅に減少している。

○地域資源を活用し、観光施設の整備やイベント・特産品・お土産の開拓・創作に取り組む。
○飲食・サービス業の新規参入や既存店舗のＰＲを支援する。
○無料Ｗｉ-Ｆｉスポットの整備やＩＣＴツールを活用した海外向け観光情報の発信などにより、外国人観光客の誘致をめざす。
○観光施設間の連携や観光振興リーダー育成、市と地域との共同の取組み、観光施設や事業者の自発的な取組み促進のための調整
及び支援をする。
○観光客の分析を行い、効果的な観光振興・ＰＲを実施する。
○泉州地域近畿自然歩道※の活用・ＰＲにより、山手地域の活性化に取り組む。
○貝塚市観光協会の組織力強化や、貝塚市観光案内所の機能強化及び貝塚観光ボランティアガイド協会との連携強化に取り組む。
○近隣市町と連携し、効果的に観光ＰＲを推進する。
※泉州地域近畿自然歩道：和泉市の槙尾山から和泉葛城山を経て岬町の飯盛山までの尾根沿いを繋ぐ自然歩道。
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 　備考

　５.施策の成果指標

成果指標1

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

成果指標2

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

成果指標3

単位 目標年度 目標値 指標数値の目指す方向

　６．施策を構成する事務事業ごとの評価結果（令和2年度実績）

 　７．施策の事後評価

　８．今後の方向性

施策指標の分析（達成状況）
　来訪者数について、近年は横ばい傾向であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により
大幅に減少した。

構成事務事業に課題はないか 　ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた事業を構築する必要がある。

実施主体（国・府や地域・事業所
などとの役割分担）に課題はない
か

　まちの駅かいづかを活用した観光ＰＲの強化、観光ＤＭＯに認定された一般社団法人ＫＩＸ
泉州ツーリズムビューローと市事業との役割分担を調整していく。

　新型コロナウイルス感染症
の影響により、市内の主なイ
ベントを中止したことにより成
果は上がっていない。
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　紀泉連絡会のネットワーク(貝塚市以南の４市３町と和歌山市、紀の川市、岩出市が観光分野において連携して取り組む組織)や
恋人の聖地観光協会と連携し、今年度作成したグルメマップや観光周遊マップなどの相互発信を行うなど、積極的な広域連携活動
により観光活性化を図る。


